
令和８年度 阿久比町教育指針 

阿久比町教育委員会 

Ⅰ 「あいちの教育ビジョン２０３０」(第五次愛知県教育振興基本計画)の基本理念 

 

 

 

Ⅱ 阿久比町教育基本理念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 具体的な方策 

阿久比町が目指す具体的な１５歳の生徒像 

(1) 自らを律し、自ら実践していく生徒 

(2) 「生きる力」（社会で役立つ学力、社会で生きていく上で必要な人間性、社会で

生きていく上で必要な健康と体力）を身につけた生徒 

令和８年度のテーマ 

 

 

 

１ 学校教育 

「阿久比町全体が子どもの『学舎（まなびや）』であり、関わる全ての大人が指導者

である」という意識をもち、学校を地域の拠点としながらも学校 ・家庭 ・地域が連携

した取組を進めます。「四方よし」を合い言葉に幼保小中一貫教育を推し進めます。 

 

 

 

 

 

自らを高め、互いに支え合い、高め合うことのできるあいちの学びを進め、持続可

能な社会の創り手を育みます 

先行きが不透明で将来の予測が困難な時代となっており、現時点で予測される社

会の課題や変化に対応することと、予測できない未来に向けて自らが社会を創り出

していくことが必要になります。持続可能な社会の維持・発展に向けて、子どもた

ちが、自己実現を目指すために、主体的に課題を発見し、多様な人々と協働しなが

ら解決していく力を育てます。 

また、これからの教育を取り巻く新たな課題や社会情勢の変化に柔軟に対応し、

全ての人々が互いの人権を尊重し多様性を認め合い、他者を思いやりながら、自ら

のよりどころとなるふるさとを大切にする心や、広い視野で物事を多面的に捉える

見方や考え方、よりよく課題を解決できる力を育てます。 

次世代を担う人材育成に向け、“豊かな心と健やかな体”“確かな学力”の育成を

図る教育や ICT 教育、様々な社会情勢の変化に対応する先端技術を活用し、教育の

質の確保を進めるとともに、「欠落なき教育」「段差なき教育」「落差なき教育」を中

心とした幼保小中一貫教育の推進を図ります。 

 

学校が核となり、家庭・地域と連携・協働して一体となって、生涯にわたってたく

ましく生きる子どもを育てよう 

「四方よし」 子どもよし：人としての基礎・基本の定着と学力の向上 

保護者よし：阿久比町幼保小中一貫教育の理解促進と家庭教育の充実 

       地  域よし：地域による学校支援の充実と地域の教育力の向上 

       園学校よし：教員・保育士の力量向上 

 



（１）学校教育 

ア 主体的・対話的で深い学びの推進ときめ細かな指導の充実 

・児童生徒が自ら課題を見つけて粘り強く学びに取り組み、仲間と考え合ったり、

知識を関連づけて深く理解したりする創造的な活動をする授業の推進 

・個別最適な学びや協働的な学びの基盤となる、児童生徒一人一人のよい点や可能

性を生かす、認め合い、誰もが活躍できる学年・学級づくりの推進 

・ＩＣＴを積極的・効果的に活用して、児童生徒が自発的に調べ、仲間とつながっ

て考え、自らの学びを社会に発信するなど、主体的な追究ができる授業づくりの

推進 

イ ＳＤＧｓの理念を踏まえた教育の推進 

・ＳＤＧｓの理念を取り入れた学習指導の推進 

・各学校における総合的な学習の時間や委員会活動などを通してＳＤＧｓの理念や

意義を学ぶとともに、各教科や活動にＳＤＧｓを関連付けた学習の推進 

ウ 幼保小中一貫教育（切れ目のない校種間連携）の推進 

・持続可能な活動を目指し、幼保と小、小と中の指導内容・指導方法に関わるつな

がり・接続(縦糸)の再点検、保護者・地域や行政との連携(横糸)の強化 

・グローバル社会で活躍できる力の育成や健やかな体の育成のため、国際理解教育

や外国語活動の充実、学校体育の推進と連携 

・ 「あぐい教育週間」における学校公開の実施 

・広報・ホームページ等による啓発、活動の軌跡や足跡の累積 

エ 教員の力量向上 

・各校の現職教育による教員一人一人の授業力向上 

・小中学校少経験教員を対象とした研修会の実施 

・学校教育指導員等による少経験教員への指導の充実 

オ 開かれた学校の推進(家庭・地域、行政との連携強化) 

・コミュニティ・スクール（学校運営協議会）制度・地域学校協働活動の一体的推

進活動により、各学校と地域が育てたい子ども・目指す学校や地域の姿に対する

目標やビジョンの共有、実践 

・休日の中学校部活動を「あぐい地域クラブ」として地域展開への転換 

・キャリアパスポートを活用し、小中学校ともに地域と連携したキャリア教育の充

実 

・教育相談センターとの連携(家庭教育相談活動、いじめ・不登校防止、教育支援

センターこすもすとの連携) 

・スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等による相談体制・相談活

動の充実 

カ 特別支援教育の充実 

・特別支援教育指導員による園・学校での巡回指導と保護者相談会の充実、および

教職員の指導力向上 

・適切な教育支援の在り方について教員への周知の徹底を図るとともに、他課との

連携による乳幼児期からの支援や教育相談体制の一層の充実 



（２）食育・給食・健康 

ア 食にかかわる指導の推進 

・栄養教諭、学校栄養職員の食に関する指導 

・日常の給食指導での感謝の心の醸成 

・教職員と保護者との連携による食事のマナーの定着 

イ 安全でおいしい給食の提供 

・栄養バランスのよい献立の作成 

・衛生管理の徹底と、地産地消の推進 

・給食におけるアレルギーへの対応 

 

２ 社会教育 

  社会情勢の変化に的確に対応するため、人々は絶えず新しい知識や技術の習得を必要

としている。また自由時間の増大などの社会の成熟化に伴い、心の豊かさや生きがいを

求め、学習需要が増加している。そのため、余暇・レクリエーション活動や学習活動の

参加意欲に対応できる情報の提供、施設の整備、人材の育成などを含め、住民が生きが

いをもって生活することができる生涯学習の取り組みが必要である。 

  そこで、変化する社会情勢に対応し、今後の生涯学習に関する取り組みを総合的かつ

計画的に推進するため、これまでの「阿久比町生涯学習基本構想」から「阿久比町生涯

学習推進計画」（令和２年３月発行）を策定した。 

併せて、社会教育委員の指導・支援により、阿久比町の社会教育の方向性や抱える諸

問題を解消していくための具体的な事項の検討が必要になる。 

  １ 生涯にわたる多様な学習機会の提供と支援を図る。 

 ２ 家庭教育及び青少年健全育成の推進を図る。 

 ３ 人権教育と女性団体活動支援推進を図る。 

 ４ 文化・芸術・スポーツ活動の支援と充実を図る。 

 ５ 文化財の保護・保全を図る。 

 

（１）生涯学習活動の機会提供と支援（公民館活動・図書館活動を含む。） 

  ア 住民の生涯学習活動の拠点となる施設（中央公民館本館・多目的ホール・地区公

民館・図書館・交流センター）における講座・教室等の充実及び設備等の整備に努

め、老若男女が集い、学べるよう利用促進を図る。 

  イ 読書は、豊かな人間性を培い、言語力・言語活動の基礎となるものである。住民

が利用しやすい図書館とするため、図書資料の充実、新刊図書情報の提供に努め、

図書館の利用拡大と住民サービスの向上を図る。 

  ウ 子どもたちの自主的な読書活動を進めるために、幼保小中一貫教育プロジェクト

との連携を図り、発達段階に応じた読書活動ができるよう「阿久比町子ども読書活

動推進計画（第３次計画）」に基づき、読書環境の整備・充実を図る。 

  エ 関係機関との連携を図り、住民の多様なニーズに対応するとともに時代に則した

学習プログラムや講座を開設し、様々な年代を対象とした学習機会の提供に努め

る。 



  オ 住民の学習意欲の向上を図るため、生涯学習情報の提供や指導者の育成などを図

る。 

 

（２）家庭教育と青少年健全育成の推進 

  ア 凧あげ大会や親子でのスポーツなど地域や親子のふれあいを深める活動を行う。 

  イ 阿久比町家庭教育推進協議会ならびに阿久比町青少年健全育成地区推進員連絡協

議会など青少年の健全育成に資する団体との連携・協調を深め、効果的な家庭教育

推進活動、青少年健全育成活動に取り組むとともに、地域住民等が主体的に参画す

る体制づくりを図る。 

  ウ 児童・生徒の豊かな人間性や社会性を育むため、多様なボランティア活動の情報

提供や体験活動の推進を図る。 

 

（３）人権教育と女性団体活動支援の推進 

  ア 差別や偏見のない明るい社会を実現するため、住民一人ひとりの人権意識の高揚

を図る。 

  イ 女性の力を社会により発揮できるよう、講演会などの啓発活動、町内で活動する

女性団体の活動支援を行うなど意識の高揚を図る。 

 

（４）文化・芸術・スポーツ活動の支援 

  ア 住民による文化・芸術・スポーツ活動を円滑に進めるため、阿久比町文化協会・

阿久比町スポーツ協会は各種大会等を充実するとともに組織力の向上、ひいては加

入団体の育成を推進する。 

  イ 総合型スポーツクラブの発展に向けて、スポーツ協会との連携をより強化し、会

員数の増加を図るとともにスポーツの幅広い普及に努める。 

  ウ 「阿久比スポーツ村交流センター」を含めた阿久比スポーツ村全体において「す

るスポーツ・観るスポーツ・支えるスポーツ」を推進するとともに、誰もが気軽に

集い憩える施設として利用できるように努める。 

  エ 中学校における学校部活動を子供たちが継続的にスポーツ活動等に親しむ機会を

確保するため、休日部活動の地域展開を進める。 

  オ アジア競技大会のサッカー競技の練習会場となるスポーツ村陸上競技場におい

て、国際交流を図る機会を創出するとともに、各種スポーツのトップアスリートを

招き、圧巻の技術を目にすることや、直接指導を受けられる機会を設けることで、

スポーツへの興味をより深め、また技術向上支援する。 

 

（５）文化財の保護・保全 

ア 町内に多く残る文化財を目の当たりにできる機会を周知し、関心を高める活動を

推進するとともに、貴重な文化財や自然環境を保護・保全する地域活動等を支援す

る。 

 


